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各種駆虫剤による鈎虫集圏駆虫後の虫体及び

虫卵の排出紋況発

1. 虫体排出獄況

小宮義孝佐藤澄 子 小島邦子

国立予防衛生研究所寄生虫部
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国立公衆衛生院衛生微生物学部寄生虫研究室
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鈎虫駆虫剤投与後の排虫及び排卵状況を知ることは，

その駆虫効果判定のための後検使の時矧を決定するため

にも，また排虫数を知るための採虫期聞を決定するため

にも，重要なことであるが，この点に関する知見は，従

来他の研究に附随して断片的に見られるにすぎない。本

報は，駆虫剤投与後の排虫及び排卵状況を各種駆虫剤に

ついて系統的に検査した結果のうち，虫体排出状況に関

するものの報告であって， l抵虫効果判定方式の合理的な

設立をめざす研究の一環をなすもので、あるO

試験の対象とその方法

a）試験の場所とその対象：鈎虫浸淫地区である埼玉

県率、比企郡高坂村において村民に協力を求めてその積極的

な援助を侠って実施した。

試験は 4回にわたって行ったが，試験対象は何れも村

民成年男女中の鈎虫卵陽性者で，健常人と同様な生活を

営んでいる者であるD 人手・器材の都合上 1回30名前

The general aspect of discharging hookworms 

and their ova after the administration of vari-

ous anthelmintics. I. The expulsion of hookwo・

rms. Y oshita／，α Kamiya, Sumiko Sato, Kuniko 
Kojima. (Parasitology Division, National Ins1 itute 
of Health, Tokyo, Japan.) Muneo Yokogawa, Mo・
tohito Sano, i'vfichie Kihata. (Department of Para-

sitology, Institute of Public Health, Tokyo, Ja-

pan.) Ryukichi Nagai. (Department of Dermatolo-
gy, Yokohama University School of Medicine.) 

＊木研究の一部は文部省科学研究費及び厚生科学研

究費の補助によって行われた．

後までがと Pうる極限であ P， ζ の人数は大体一部落の

鈎虫卵陽性者数に一致したので，実施の便利の上からも

それをと P，更に実施に際して ζれを任意に 2群時に 3

群に分けて各種薬剤をわりあてた。従って 1薬剤使用群

は15名前後になったが， 下記の試験方式を厳密に施行

し得なかづた者は成績から除いたので，更に減員した群

もある。

b）使用駆虫剤とその用量： 駆虫剤としては，四塩化

エチレシ（テトレシ），アスカ PドF Jレ（新ネマト戸Jレ，

アスキス），チモー Jレ，ヘキシ ~Jレ・レゾJレシシ（ホ毛ト

ニン）を車独又は二剤併せて使用した。以上括弧内は本

試験に使用した各々の製品名である。用量は各薬剤の成

人標準使用量で，テトレシ 4.5g，新ネマト F Jレ0.9g，ア

スキス 1.2g，チモ ~Jレ男子 4.0 g，女子3.0g，ホモト

ニン 1.0g，である。併用したのは四塩化エチレシとア

スカロド~；レとで各々の 2/3 標準量づっ， ~p ちテトレン

3.0 g とアスキス併用の．場合は 0.8g，新ネマトー Fレ併

用の場合は 0.6gを併せ用いたD 試験の第1回はテトレ

ン，アスキス，第2回はチモーJレ，ホモトニンをそれぞ

れ軍独使用し，第3回はアスキス，テトレシの車独使用

と両者併用， 第 4回は新ネマトーJレ単独使用とテトレ

ン・新ネマト F Jレ併用で、行った。

c）駆虫方法： 駆虫方法は私たちが鈎虫集圏駆虫に際

し現在ほぼ定式として用いている方法によった。即ち駆

虫前日夕方前下剤として託硝 20～30g をほぼ 100cc 

（茶椀1杯量）の温湯に溶かして服用， 翌早朝下剤効果

を確認した後夫々の駆虫薬を服用せしb，服薬2時間後
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四塩化エチレンによる駆虫時排虫数（カァヨ内は総排虫数に対する百分比）表 1
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総数に対する比率を示す。表中申印はその時までに排便

のなかったものであるO 薬剤別に附した期日はその薬剤

を用いて試験を行‘った期日を示す。

各表について各例別例の排虫経過をみるに，各例の排

虫総数が区々であるから，各期の排虫数も当然区々にな

っているが，今各例の排虫総数を等値において各期排虫

数の総排虫数に対する比率（以下排虫比率とよぷ）によっ

て各例排虫経過を通費すると，服薬後8時間内の排便検

査による排虫比率は， それ以後16時間内の排便よりの

排虫比率との累積即ち 24時間内排虫比率に比べ非常に

区々で，各薬剤別平均排虫比率との差も著しいようであ

るO いまこの聞の関係を明らかにするために，次の方法

で各群内の 8時間内排虫比率と 24時間内排虫比率の変

動の大きさを調べてみた。即ち各個別例排虫比率をそれ

ぞれ xとおき，各薬剤別各期平均排虫比率を叉主して

その差の平方をとり， それをそれぞれの玄で除して重

みをつけたものを各薬剤別に総計して各々の例数Nで除

に後下剤を前下剤と同様の方法で投興した。なお当日下

剤の効果が不確実であった小部分の者に対しては， アエ

ノパリ引いちじく濯腸等も併用して，できるだ、け催痢

せしめた。以上の服薬は凡て験者の眼前で行わせた。食

事は前日夕食および当日朝食はぬき，その後は後下剤の

効果が現れるのをまって随時軽食を許可した。

d）排虫の検査：排虫検査は服薬後5日聞の排便に

つき服薬8時間後， 1日後， 2日後， 3日後， 4日後， 5 

日後と区切って行った。採便は各自に採便纏を渡し排便

は必ず全部その中に行わせた。虫体の採取は各期の採便

金量に水道水を加えて捜持溶解せしb，組密2個の怖を

通してi慮過し，両方の簡に残った残潰をよく洗1悔してそ

の沈澄から虫体を採取し，その数及び種別・峰雄別を検

した。

実醸成績及び考察

表 1～5には，各薬剤別の各期における排虫数を各伺

別例毎に示した。カッコ内は特期の排虫数の 5日間排虫

( 46 ) 
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表 2. アスカリドーJレによる駆虫時排虫数（カツゴ内は総排虫数に対する百分比）

No. 
1 日 f愛

8時間後 24時間後 計
2日 後 3日 後 4日 後 5日 後 計

I 37 (65.0) 9 (15.8) 46 (80.8) 9(15.8) 2 (3.4) 0 (0) 0 (0) 57 
2 11 (27 .6) 29 (72.4) 40(100.0) 0 (0) 0 (0) O (O) 0 (0) 40 
3 3 (8.8) 31 (91.2) 34 (100.0) O (O) 0 (O) 0 (0) 0 (0) 34 

ア 4 8 (25.8) 22 (71.3) 30 (96.8) 1 (3.2) 0 (O) 0 (O) O (O) 31 
.A 5 10 ( 40.0) 13 (52.0) 23 (92.0) 2 (8.0) 0 (0) 0 (O) 0 (O) 25 
キ 6 11 (58.0) 8 (42.0) 19(100.0) * (0) 0 (0) 0 (0) 申（0) 19 

ス 7 14 (73.8) 2 (10.4) 16 (84.2) 3 (15.8) 0 (0) * (0) 0 (O) 19 

I 8 11 (61.1) 6 (33.4) 17 (94.5) 1 (5.5) 申（0) 0 (0) 0 (O) 18 
9 10 (83.3) 1 (8.4) 11 (91. 7) * (O) 0 (0) 1 (8.3) 0 (0) 12 

10 8 (66.7) 1 (8.3) 9 (75.0) 3(25.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 12 
r・1 11 6 (75.0) 1 (12.5) 7 (87 .5) 1 (12.5) 0 (O) O (O) 0 (0) 8 
aB 12 1 (14.3) 5 (71.4) 6 (85. 7) 1(14.3) 0 (O) 0 (0) 0 (0) 7 
手口

26 13 0 (0) * (O) 0 (0) 7(100.0) 0 (O) 0 (0) 0 (O) 7 

年
14 0 (0) 6(100.0) 6(100.0) * (O) 0 (O) 骨（O) 。（0) 6 

5 
15 6(100.0) 0 (0) 6(100.0) 0 (0) 0 (0) O (O) 0 (O) 6 
16 2(50.0) 2 (50.0) 4(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 4 

月 17 0 (0) 2 (50.0) 2 (50.0) 2 (50.0) * (O) 持（0) 0 (0) 4 
18 1(50.0) 1 (50.0) 2 (100.0) 0 (0) 持（0) 0 (O) * (O) 2 
19 。（0) 0 (0) 0 (O) 2(100.0) 0 (0) 0 (O) 0 (O) 2 

平
7.3 (44.4) 14.6 (88.8) 1.7(10.2) 0.2(0.6) 0.1 (0.3) 0 (0) 16.6 均 7.3 (44.4) 

1 358 (94.2) 22 (5.8) 380(100.0) 骨（0) 0 (O) 0 (O) 0 (0) 380 
新 2 55 (54.5) 22(21.8) 77 (76.3) 24(23.7) * (0) 0 (0) 0 (0) 101 
ネ ，。、 23 (85.2) 1 (4. 7) 24 (88.9) 3 (11.1) 0 (0) O (O) 牢（0) 27 ．守

ト 4 19 (73.1) 6(13.1) 25 (96.2) 1 (3.8) 0 (0) 0 (O) * (0) 26 
5 4 (30.8) 2 (15. 4) 6 (46.2) 7 (53 .8) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 13 

Jレ
6 6(100.0) 0 (0) 6(100.0) 。（O) 0 (O) 0 (O) 0 (O) 6 ，，－－、

昭 7 4(100.0) 0 (0) 4(100.0) O (O) 0 (O) O (O) 0 (0) 4 
手口
27 8 0 (O) 0 (O) 0 (0) 3(100.0) 0 (0) 牢（0) 牢（O) 3 

年10 9 2 (66.7) 1(33.3) 3 (100.0) 0 (O) 0 (0) O (O) 0 (O) 3 
10 0 (O) 2(100.0) 2(100.0) O (O) 0 (O) 0 (O) 0 (O) 2 

月
11 0 (O) 1(100.0) 1(100.0) 0 (O) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 

平 42.8(83.2) 5.2(10.1) 48.0(93.3) 3.5(6.7) 。（0) 0 (0) O (O) 51.5 均

して，符群特期の変動Sとした。なお誤差を少くするた た排虫比率を示した例の影響が強いためで，両者を除外

めに，各群とも排虫総数10匹以上の例についてのみ計 すると表中カッコ内に示した如くずっと変動が小さくな

算を行った。表6にその結果を示す。これによると，ど っているO なお個別例表にみる如く， 10匹以下の少数排

の薬剤を用いた場合にも， 24時間内排虫比率の変動は 8 虫例でも大体これと同様な傾向を示しているD 8時間内

時間内のそれに比べて遥かに小さくなっていることがわ 各例排虫比率に変動が大きい理由としては，この時期に

かる。表中新ネマトール及びテトレシ・新ネマトール併 は駆虫剤の効果の現れ方に時間的な個体差が大きいこと

用群において 24時間内排虫比率の変動の小さくなり方 に結果するとも考えられるが，なお前下剤使月］の際の経

が顕著でないが，これは各個別例を示したそれぞれの表 験からこの時期にはまだ下剤効果の現れ方に個体差が大

に見られるように，新ネマトール使Jl]ffetlNo. 5 （表 2), きくて， 8時間目とそれ以後16時間目と分けて採使し

テトレン・新ネマトール併Jl]ffetlNo. 4 （表 3）の如く比 た場合各人の排便状況が区々で，それが排虫状況に影響

較的少数排虫例で同一群内の他の例と遥かにかけはなれ を及ぼしているのではないかとも考えられる。たどし今w
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表 3. 四塩化エチレン新ネマト ~Jレ併用による駆虫時排虫数（カツヨ内は総排虫数に対する百分比）

No. 
1 日 後

2日後白 3日後 4日後i 5日後ー 計
8時間後 24時間俊 計

1 0 (O) 34(100.0) 34 (100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 34 
ア 2 22(78.6) 6 (21.4) 28(100.0) 0 (0) 0 (O) 0 (0) 0 (O) 28 
ト
L〆 3 27(96.4) 1 (3.6) 28(100.0) 0 (0) * (0) 0 (0) 牢（O) 28 

ユノ 4 26(92.9) 1 (3.5) 27 (96.4) 1 (3.6) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 28 

ア
5 5(15.0) 17 (85.0) 20 (100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) O (O) 20 

ス 6 11(57.9) 8 (42.1) 19(100.0) 0 (O) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 19 

キ 7 2(12.5) 14 (85.5) 16(100.0) 0 (O) 0 (0) 0 (O) 0 (O) 16 
ス 8 6(42.9) 8 (57 .1) 14(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (O) 0 (O) 14 

昭 9 8(72.7) 3 (27 .3) 11(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (O) 0 (O) 11 

平日 10 4(66.7) 2 (33.3) 6(100.0) 者（0) * (0) 0 (0) * (0) 6 

27 11 1 (25.0) 3 (75.0) 4(100.0) 勢（O) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 4 

年 12 0 (0) 2(100.0) 2(100.0) 事（O) 0 (O) 0 (0) 0 (0) 2 

5 13 O (O) 1(100.0) 1(100.0) 0 (O) * (0) O (O) * (O) 1 

月
卒 8.5(52.1) 7 .6 (47 .4) 16.1(99.5) 0.1 (0.5) 0 (O) 0 (0) 0 (0) 16.2 骨

均

1 196(97 .5) 5 (2.5) 201(100.0) O (O) 0 (O) 0 (0) 0 (0) 201 

テ（昭 2 O(O) 63(100.0) 63(100.0) 長（O) 0 (0) 持（0) 0 (O) 63 

ト和 3 17(70.8) 7 (29.2) 24(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 24 

レ 4 2(13.3) 4 (26.6) 6 (39.9) 9 (60.1) 0 (0) 0 (0) 0 (O) 15 
ン27

5 11 (100.0) 0 (0) 11 (100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 11 
年

新 6 11 (100.0) 0 (0) 11(100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (O) 0 (O) 11 

ネ10 7 3 (42.9) 4 (57 .1) 7(100.0) 0 (O) * (O) * (0) 本（O) 7 

－トq 」月~ 8 3 (100.0) 0 (0) 3(100.0) O (O) 0 (O) 0 (0) 持（0) 3 

9 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (100.0) 0 (0) 0 (O) 市（0) 1 

1レ 10 1(100.0) 0 (0) 1 (100.0) 0 (O) 0 (0) 0 (0) O (O) 1 

平
均 24.4(72.4) 8.3(24.6) 32.7(97.0) 1.0 (3.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 33.7 

＊本試験と同時に行ったアスキス車独使用事例（10例）にあづては始んど排虫がなかづた

（表略）ので，本試験の排虫は殆んどテトレンよるそれと考えられる。

表 4. チモー Jレによる駆虫時排虫数（カツヨ内は総排虫数に対する百分比）

1 日 後
No. 

8時間後 24時間後 計
2日後 3日後 4日待 5日後 計

1 33(100.0) 0 (0) 33(100.0) ・ 0 (O) 0 (0) 0 (0) 本（0) 33 

2 20 (64.5) 11 (35.5) 31(100.0) 0 (0) O (O) 0 (0) * (0) 31 

ヲー 3 27 (96.4) 発（0) 27 (96.4) 1 (3.6) 0 (O) 0 (0) 0 (0) 28 

司王 4 27(100.0) 0 (0) 27(100.0) 0 (0) * (O) * (0) 本（0) 27 

5 24(100.0) 0 (0) 24(100.0) 0 (O) 0 (O) 0 (O) 0 (0) 24 

6 15(100.0) * (0) 15 (100 .0) * (0) 0 (O) 。（0) 0 (O) 15 
Jレ

14(100.0) 牢（0) 14(100.0) 0 (0) 牢（0) 0 (0) 0 (O) 14 7 

昭 8 2 (14.2) 12 (85.8) 14(100.0) O (O) 0 (O) 0 (0) O (O) 14 

手口 9 12(100.0) 0 (0) 12(100.0) 0 (O) 0 (0) * (O) 本（O) 12 

26 10 5 (100.0) 0 (O) 5(100.0) 0 (O) 本（0) 0 (O) 0 (O) 5 
年 11 1 (20.0) 4 (80.0) 5(100.0) 0 (O) 0 (O) 0 (O) 0 (0) 5 
12 12 0 (0) 2(100.0) 2(100.0) 0 (0) 0 (O) 。（0) 0 (0) 2 
月 13 0 (0) 0 (0) 0 (0) 1 (100.0) 0 (0) * (0) 牢（0) 1 

: 13.8(85.3) 2.2(13. 7) 16.0(99.0) 0.2(1.0) 0 (O) 0 (0) 0 (0) 16.2 

( 48 ) 
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表 5. へキシー Jレ・レゾ1レシシによる駆虫時排虫数 （カ ツヨ内は総排虫数に対する百分比）

1 日 後
No. 2日 後 3日後一 4日 後 5日後 計

8時間後 24時間後 計

1 6 (16.6) 30 (83.6) 36(100.0) 0 (O) 持（O) 0 (O) 申（O) 36 
オミ

2 0 (O) 28 (100.0) 28(100.0) O (O) 0 (O) 持（0) * (O) 28 
司王 3 1 (7.1) 11 (87.6) 12 (85. 7) 2(14.3) 0 (0) O (O) 本（O) 14 
ト 4 3 (25.0) 8 (66.7) 11 (91. 7) 1 (8.3) O (O) 市（0) O (O) 12 

5 1 (12.5) 5 (62.5) 6 (77.0) 2 (25.0) 0 (O) 0 (O) 0 (0) 8 

〉’ 6 1 (33.3) 2 (66. 7) 3 (100.0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) * (O) 3 
7 2(100.0) 0 (0) 2(100.0) * (0) * (0) * (0) * (0) 2 

． 
日目 8 2(100.0) * (0) 2(100.0) 0 (O) * (0) 0 (0) 0 (0) 2 
手口

9 0 (0) 1 (100.0) 1 (100.0) 0 (0) 0 (0) * (0) 申（0) 1 26 

年
10 0 (O) 0 (0) 0 (0) 1 (100.0) 0 (O) 。（0) 0 (0) 1 

12 11 1(100.0) O (O) 1 (100 .0) 0 (0) 0 (O) 0 (0) * (O) 1 

月
12 1(100.0) 骨（O) 1 (100.0) 0 (O) 0 (O) 0 (0) 0 (0) 1 

平 1.5(16.5) 7 .1(78.0) 8.6(94.5) 0.5 (5.5) 0 (O) 。（O) 0 (0) 9.1 均

表 6 

例数 S＝ユ＿£ (x-x)2 
薬 斉U 名 N x 

N 8時間内 24時間内

四塩化エチ レン
テ トレン I 14 7.65 0.01 
テ トレン II 2 4.67 。

アスカリドー yレ
ア スキス I 10 10.29 0.75 
新ネマト ~1レ 5 7.67 4.63 (0.90) 

四塩化エチレシ・ テトレ ン ・アスキス 9 22.46 0.01 
アスアリドー Jレ テ トレン・新ネマトー 1レ 6 27.42 5.57 (0) 

ヲーモー yレ 9 8.90 0.01 

へキシ戸 lレ・
4 7.34 1.11 レゾ yレシン ホ モトエン

表 7 

1 日 後； 2 日 後一 3日後？ 4日後一 5日後 計

排虫排数平完均 59.7 (99.6必） 0.2(0.4必） 0(0) 0(0) 0(0) 59.9 
テ トレ シ I 当了人日員虫 13 (86.7%) 2 (13.3必） 0(0) 0(0) 0(0) 15 四塩化エチ レシ

II ’F 2~.2 mg~~ g rn~ gm~ g~g~ 25.2 テトレン
’F 6 

I ’F 14.6 ~88.~ガ%j 1.7?0 － ~3必~~ 0.2~0.6 %が） o.1rn ：~必%） o~o) 16.6 アスキス
’F 7 36. 10 52. 1 5.3 1 . 0 0 19 

アスカリド~1レ

48.0 rn3 ：~~~ 3.5 （~6. 7%) o rn) gm~ O~O) 51.5 新ネマ｛ト 1レ
ゲ

ゲ 6 4. 5 5.5% 。 0 0 lJ 

アトレン・ ，， 
i~·1 ~~t~%必） ~－ 1 ~~：~~） g rn) 8t8) o~g~ 16.2 

四塩化エチレシ・ アス キス ゲ 0 13 
アスカロドー Jレ テ トレン・ ’F 32. 7 rn7.0必） 1.0 ~~·g%ガ~ O ~O) gfg~ 新ネコトー Jレ ’F 8 0.0% 2 ( • 0 0 0 10 

’F 16.0 ?99.g必%） 0.2 ±§·~%必） 0 ~gj g~g) om) 16.2 Jチそと~ lレ
’r 11 84; 2 ( • 0 0 13 

〈キシ戸 yレ・ ’I 8.6 ~94.5%) 0.5 ~~－~が%） 0 rn~ 
gm) 

om) 9.1 レYマJレシン ホモトエン
’F 8 66.7% 4 ( .。 0 12 

( 49 ) 
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表 8. 
1日後白 2日後； 3日後： 4日後i 5日後計

1～9 1To.o同~＝） 0 t 0rnl 排虫数 10～ 89599. 3 o. ！~~ o 0 0 898 
計 89699. 3 0. 0 0 0 899 

テトレン I 1～9 1 
~rn~ 排虫者数 10～ 14 

計 15 
四塩化エチレシ

1～9 131rng:gsi 0 mi 8rnl 8rnl 
0 mi 13 排虫数 10～ 138 . 。 0 138 

計 151 . 0 0 151 
テトレシ II 1～9 

。grni ~rn~ 4 
排虫者数 10～ 2 

計 6 

1-9 33 m：！出~l 13(28 ：~Sl ot °t om 46 排虫数 10～ 245 . 19 f- 2 O.~~） 1 O.！必%j0 267 
計 278 . 32 ( 0. 2 0. 1 0. 0 313 

アスキス I 1～9 
i~ m 

9 
排虫者数 10～ 1Q. 

計 19 
アスカリドーノレ

日 16f!HSl 3（吻om gm 排 虫 数 10～ 512 . 35 (6. 0 0 0 547 
計 528 . 38 6.7.% 0 0 0 566 

新ネマトー Jレ 1～9 
H!l 

6 
排虫者数 10～ 5 

計 11 

1～9 13(1~~ －~%区l 0 \8~ 0仰f8l gm 
o~g~ 13 

排虫数恥四7 ・ 1 5ぺ。 0 198 
テトレン・ア

計 210 .5形 1.5.% 0 0 211 
スキス 1～9 

J m 。dtl
4 

排虫者数 10～ 9 
四塩化エチレシ・

計 13 
アスカリドーJレ

1-9 11 f91 ： ~Sl 1 f HSl 8f°l gm 排虫数 10～ 31697. 9 . 0 0 0 0 325 
テトレン・新

計 32797. 10 .。。 0 0 337 
ネマト~；レ 1～9 

~m 
4 

排虫者数 10～ 6 0(0 10 

日 12!92・J・雲1%l1 f~ ・：gSl 0~〔~l gm 。＼~l 13 排虫 数 10～ 19799. 1 . 0 0 198 
計 20999. 2 . 0 0 211 

チモ~ Jレ 1～9 
1~ fgj gm 排虫者数 10～ 0 ・ 9

計 0 13 

1～9 16 fi':!Sl 3(lS:iSl 0f°l 8rnl 排虫 数 10～ 876. 3 (3. 0 0 0 90 
計 1034. 6 5. 0 0 0 109 

へキシ戸 Jレ・レ
ホモトニシ

y・ yレシン 1～9 6m 。grnJ
8 

排虫者数 10～ 4 
言十 12 

( 50 ) 



各期における種別峰雄別排虫数（カッコ内は総排虫数に対する百分比）

1 日 後
8時間後 24時間後 計

♀ 214(89.5) 25(10.5) 239(100.0) 0(0) 0(0) 
ε173(93.5) 12 (6.5) 185(100.0) 0(0) 0(0) 
計 387(91.3)37 (8.7) 424(100.0) 0(0) 0(0) 

♀ 202(86.3) 32(13.7) 234(100.0) 0(0) 0(0) 
0 216(91.1) 19 (8.0) 235 (99.1) 2(0.9) 0(0) 
計 418(88.7)51(10.8) 469 (99.5) 2(0.5) 0(0) 

805(89.5) 91(10.1) 896 (99.6) 3(0.4) O(O) 
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9. 

排虫虫体種別
者数（排虫者数）

表

計

239 
188 
424 

234 
237 
471 

4 

899 

2日後； 3日後一 4日後一 5日後一

0(0) 
0(0) 
0(0) 

0(0) 
0(0) 
0(0) 。。

0(0) 
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0(0) 

0 (0) 

0(0) 
0(0) 
O(O) 

0(0) 

0(0) 

0(0) 
0 (0) 
0 (0) 

~rn) 
0(0) 

0(0) 

29 (90.6) 3 (9.4) 32(100.0) O(O) 
3(100.0) 0 (0) 3(100.0) 0(0) 

32 (91.4) 3 (8.6) 35(100.0) 0(0) 

4 (8.3) 44(91. 7) 48(100.0) 0(0) 
22(32.4) 46(67.6) 68(100.0) 0(0) 
26(22.4) 90(77.6) 116(100.0) 0(0) 

0 0 0 0 
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ヅピ＝鈎虫
(18) 

19アメリカ鈎虫
(18) 

アスキス Iア

ス

カ

リ

ド

1

明

計

不

0(0) 
0( ) 
0(0) 

0(0) 297 
0(0) 268 
0(0) 565 

0 0 

0 (0) 566 

1
i
n
U
1
i
 

。（0)
0( ) 
0(0) 

0(0) 
0(0) 
0(0) 。
0 (0) 

♀ 0 (O) 1(100.0) 1(100.0) 0(0) 0(0) 
0 0 ( ) 0( ) 0( ) 0( ) 0( ) 
計 0(O) 1(100.0) 1(100.0) 0(0) 0(0) 

♀ 245(82.5) 32(10.8) 277 (93.3) 20(6.7) 0(0) 
0 226(84.3) 24 (9.0) 250 (93.3) 18(6.7) 0(0) 
計 471(83.4)56 (9.9) 527 (93.3) 38(6.7) 0(0) 

471(83.2) 57(10.1) 528(93.3) 38(6.7) 0 (O) 

ヅピ＝鈎虫
(1) 

11 
アメリカ鈎虫

(10) 

．不明

計

新ネマトーノレ

lレ

48 
42 
90 

89 
32 
121 

0 

211 

0(0) 
0(0) 
O(O) 

O(O) 
0(0) 
0(0) 。
0(0) 

1(2.1) 0(0) 0(0) 
0(0) 0(0) 0 (0) 
1 (1.2) O(O) 0(0) 

0 (O) 0(0) 0(0) 
0(0) 0(0) 0(0) 
0(0) 0(0) 0(0) 

0 0 0 

1(0.5) 0(0.5) 0(0) 

35(72.9) 12(25.0) 47 (97 .9) 
23(54.8) 19(45.2) 42(100.0) 
58(64.4) 31(34.4) 89 (98.8) 

32(36.0) 57(64.0) 89(100.0) 
20(62.5) 12(37.5) 32(100.0) 
52(43.0) 69(57.0) 121(100.0) 

0 0 0 

110(52.1)100(47.4) 210 (95.5) 
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182(97.3) 5(2.7) 0(0) 
142(97.3) 4(2.7) 0(0) 
324(97.3) 9(2.7) 0(0) 

0 1 0 

327(97.0) 10(3.0) 0(0) 

♀ O (O) 3(100.0) 
0 0 ( ) 0( ) 
計 0(0) 3(100.0) 

♀ 136(72.7) 46(24.6) 
0 108(74.0) 34(23.3) 
計 244(73 .4) 80 (23. 9) 

0 0 
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0 0 
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♀ 0( ) 0( ) O( ) 
0 1(100.0) 0(0) 1(100.0) 
計 1(0) 0(0) 1(100.0) 

♀ 113(86.3) 17(13.0) 130(99.3) 
久 66(83.5)12(15.2) 78(98.7) 
計 179(85.2)29(13.8) 208(99.0) 
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2(66.7) 1(33.3) 3(100.0) 
1 (100.0) 0(0) 1(100.0) 
3(75.0) 1(25.0) 4(100.0) 

11(17.5) 4¥:)(77.8) 60(95.2) 
4(11.4) 35(83.3) 39(94.7) 

15(14.3) 84(80.0) 99(94.3) 

0 0 0 
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虫数比率もアスカリド｛ル群，ヘキシール・レゾ‘ルシン

群において他群よりもより小さい数字を示し両群にお

いては排虫がより遷延しているようであるO これは前述

の排虫比率変動が犬きかった群に一致するO しかしそれ

ぞれの例数も少く且つ区々で，各群内各個別例の排虫総

数構成もそれぞれ異っているので，各個別例排虫総数を

等値において算出した各例排虫比率より導いた群内排虫

比率変動，当日排虫完了人員比率，及び排虫数の多い例

の影響が強く表われる排虫数平均による各群の比較の結

果を，直ちにそれぞれの薬剤の特性と結びつけることは

できない。

そこで各群を， 5日間排虫総数が 9匹以下であった少

数排虫例とそれ以上の排虫総数を示した例と分けて，千千

矧における各群排虫総計（カッコ内は5日間排虫総数に

対する比率）及び排虫者数（カッコ外は当日；初排虫者数

即ち前日まで排虫なくその期に初めて誹虫のあった人員

数，カッコ内は排虫蓮延者数即ち前日よりひき続き排虫

を示す人員数）を表8に示したD これにより当日初排虫

岩数を見てゆくと，服薬後24時間内の排便の検査にお

いて全然排虫を示さず2日後からの検査で初めて排虫を

示した例は何れの薬剤群においても排虫総数9匹以下の

少数排虫例であり， 10匹以上の排虫事例では全例24時

間内に初排虫を示している。叉各期の排虫濯延者数をみ

てゆくと，初排虫のあった当日中に排虫が完了せずそれ

以後まで遷延する岩の率は，新ネマト｛ル群のみに推計

学的に有意な差を検出するにすぎなかったが，何れの薬

剤j群においても 10匹以上排虫例において， より多かっ

た。即ち何れの場合でも 5日間排虫総数の犬部分を服薬

回の試験ではその充分な分析は行い得なかった。

次に各薬剤間の排虫比率変動を下剤効果の略亙終了す

る24時間内排虫比率変動によって比較してみると，各個

別例を示す表1～5からも看取されるようにアスカリド

ール使用群並びにヘキシール・レゾルシン使HJ群に変動

が著しいようである。

いま表1～5について各群の排虫経遁を通覧すると，何

れの薬剤を用いた場合にも服薬24時間後には 5日間総

排虫数の大半を排虫し終え， 2日後にはその残余の殆ど

を排虫して， 3日後4日後と排虫の遷延する例は稀であ

り，5日後には全く排虫を示さない。この状況を明かにす

るために表7に各薬剤群別の各期排虫数平均と，その期

に5日間排虫総数の 100%を排虫し終えた人員を示し

た。カッコ内はそれぞれの5日間総計に対する比率を示

す。これによってみると各薬剤群中四塩化エチレシ群，

四塩化エチレ γ，アスカリドール併用群，チモール群で－

は 1日後には各群ともその人員の 80%以上が排虫を完

了しているが，その他の群では1日後の排虫完了人員比

率がアスカ リドール群（アスキス I37必，新ネマトール

55必），ヘキシ戸ル・レソツレシシ群（ホモトニシ 67%）と

もより劣っているO しかしこの後2群においても，排虫

数平均をみると 1日後には他群と同様に 5日間排虫総数

の90%前後を排虫し終えていて， 2日以後の排虫数は僅

かであるD 即ち3日後4日後まで排虫の遷延しているア

スキス I群においても 2日以後には排虫総数の 11.1必

を排虫したにすぎない。

なお表7において各薬剤聞でその排虫経過を比較する

と，前主主の如く 1日後における排虫完了人員比率も叉排

「52) 
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後 24時間内に排虫し終つてはいるが， 5日間排虫総数

9匹以下の群では，初排虫日が遅れる例があるものの，

初排虫日以後まで排虫完了の遜延する例はより少く，排

虫総数10匹以上の群では， 全例服薬当日に初排虫を行

うが排虫完了が遷延する例がより多く，一般に排虫総数

は排虫経過に影響を与えるようであるO なお排虫遅延の

要因としては，各薬剤の効果の現れ方の差異及び死滅虫

体の排出機構の差異の存在の可能性が考えられるが，こ

の両者の関係については今回の訴験で‘は明確に分析しえ

なかった。 しかし排虫検査に当り， 服薬後24時間内の

排出虫体の大部分は完全な形態をとづめ，時に薬剤によ

る部分的腐蝕と思われる黒斑を見る場合（ヘキシ F ル・レ

ゾ、ルシシ）があっても，消化磨昨作用を受けたと思われ

る状態は見出されなかったが，服薬2日後よりの排出虫

体の大部分は部分的に虫体が消化際辞されて種別の判定

に困難を来したものがあった。この事実は死滅虫体の排

出機構の差異の存在を支持するものと考えらるものであ

り， したがってこの差異の存在が虫体排出の遅延に及ぼ

す影響は相当大きいのではないかと考えられる。

次に各期における種別・雌Mf§別の封f.：虫数並びに排虫比

率を表9に示した。これをj直覧すると， この場合も前述

の如く排虫数の特に多い例の排虫比率が各群総計した場

合の排虫比率に特に犬きい影響を与えるという制約が加

わるのであるが，各群とも排虫総計における排虫比率の

各期における推移とその種別・雌堆別内訳における排虫

比率の推移とは，特に服薬1日後からは大体一致してお

り，叉服薬後8時間内， それ以後16時間内と分けた場

合にも，排虫者数・排虫数の特に少かった群を除くとや

はりそれぞれの排虫比率に大差が見られない。

なお以上の成績からは各薬剤群とも服薬5日後までに

は一応排虫が完了しているように見られるO しかして木

試験における排虫状況からみれば，たとえ5日以後に排

虫が行われることがあっても直後の排虫数に比し非常に

少いものであり，前述の 5R間排虫総計に対する各期の

排虫比率に犬きな変化を与える粍の影響はないのではな

いかと考えられるD

総括
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諸種鈎虫駆除剤，同塩化エチレy，アスカリド戸ル，

チモーノL，ヘキシール・レゾ•＇；i., シシを単独使用叉は併用

して，私たちが現在略 E定式として用いている方法によ

り鈎虫集団駆虫を行い，服薬後の虫体排出状況を調べて

次の結果を得たD

1）何れの薬剤をJfjいた場合にも，虫体の種別雌堆別に

関りなく， 虫体排出は服薬満1～4日以内に行われ満5

日後には認められなかった。 しかして総排虫数の 90%

前後は服薬後満1日以内に排虫されているO

2）服薬後8時間内排虫数の総排虫数に対する比率は

，各薬剤を逼じて各例毎の変動が大きいが，それ以後16

時間内の排虫数との累積即ち服薬後満1日内の排虫比率

変動は各薬剤を遁じてはるかに小になっている。

3）各薬剤における排虫状況は， アスカリドール使打］

群，ヘキシール・レヅルシシ使用群においては他群に比

べ排虫が遷延する傾向が強く，また群内個別例の排虫比

率変動がより大きいようで、あった。

4）排虫総数9匹以下の小数排虫事例で‘は初排虫は遅

延する傾向があるが， 2円以上にわたって排虫のひき続

き行われる者の率は少かった。 10匹以上排虫した事例で

は全例服薬後1R内に初排虫を行うが，それ以後ひき続

いて排虫の行われる者の率はより多かった。
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